
第 53 号 議 案

　長崎県観光振興基本計画を変更する案を別紙のとおり提出する。

　　　　　令  和  6  年  2  月  20  日

 長 崎 県 知 事　　大　　石　　賢　　吾

　（提案理由）

　 　長崎県観光振興基本計画の変更について、長崎県観光振興条例第10条第 5 項で準用する同条第 3 項の規定に

より、議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出する理由である。

長崎県観光振興基本計画の変更について 
 

 

次の表に掲げる計画の変更部分は、下線の部分である。 

変更後 変更前 

第１章 略 

１～３ 略 

４．数値目標 

今回の計画においては、計画の目標を明確化し多

様な関係者の間で共有するため、観光消費額の拡大

を「基本目標」として設定し、これに密接に関連す

る指標を「重要評価指標」とし、基本目標を達成す

るための手段として位置づけます。 

 重要評価指標としては、今後、国内の人口減少及

び少子高齢化の急速な進行により国内旅行者実数の

減少が予想されるため、宿泊客のリピーター化、宿

泊日数の増加、観光消費単価の増加、外国人観光客

の誘客拡大などの取組をさらに強化していく必要が

あるとの認識のもと、以下の６つの指標を設定しま

した。 

基本目標 

略 

重要評価指標 

目標項目 基準年 基準値 目標年 目標値 

略 

国際定期

航空路線

の利用者

数 

略 120千人 

略 

５～７ 略 

 

第１章 略 

１～３ 略 

４．数値目標 

今回の計画においては、計画の目標を明確化し多

様な関係者の間で共有するため、観光消費額の拡大

を「基本目標」として設定し、これに密接に関連す

る指標を「重要評価指標」とし、基本目標を達成す

るための手段として位置づけます。 

 重要評価指標としては、今後、国内の人口減少及

び少子高齢化の急速な進行により国内旅行者実数の

減少が予想されるため、宿泊客のリピーター化、宿

泊日数の増加、観光消費単価の増加、外国人観光客

の誘客拡大などの取組をさらに強化していく必要が

あるとの認識のもと、以下の６つの指標を設定しま

した。 

基本目標 

略 

重要評価指標 

目標項目 基準年 基準値 目標年 目標値 

略 

国際定期

航空路線

の利用者

数 

略 200千人 

略 

５～７ 略 

 

長崎県観光振興基本計画を次のとおり変更する。
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長崎県観光振興基本計画の変更について 
 

 

次の表に掲げる計画の変更部分は、下線の部分である。 

変更後 変更前 

第１章 略 

１～３ 略 

４．数値目標 

今回の計画においては、計画の目標を明確化し多

様な関係者の間で共有するため、観光消費額の拡大

を「基本目標」として設定し、これに密接に関連す

る指標を「重要評価指標」とし、基本目標を達成す

るための手段として位置づけます。 

 重要評価指標としては、今後、国内の人口減少及

び少子高齢化の急速な進行により国内旅行者実数の

減少が予想されるため、宿泊客のリピーター化、宿

泊日数の増加、観光消費単価の増加、外国人観光客

の誘客拡大などの取組をさらに強化していく必要が

あるとの認識のもと、以下の６つの指標を設定しま

した。 

基本目標 

略 

重要評価指標 

目標項目 基準年 基準値 目標年 目標値 

略 

国際定期

航空路線

の利用者

数 

略 120千人 

略 

５～７ 略 

 

第１章 略 

１～３ 略 

４．数値目標 

今回の計画においては、計画の目標を明確化し多

様な関係者の間で共有するため、観光消費額の拡大

を「基本目標」として設定し、これに密接に関連す

る指標を「重要評価指標」とし、基本目標を達成す

るための手段として位置づけます。 

 重要評価指標としては、今後、国内の人口減少及

び少子高齢化の急速な進行により国内旅行者実数の

減少が予想されるため、宿泊客のリピーター化、宿

泊日数の増加、観光消費単価の増加、外国人観光客

の誘客拡大などの取組をさらに強化していく必要が

あるとの認識のもと、以下の６つの指標を設定しま

した。 

基本目標 

略 

重要評価指標 

目標項目 基準年 基準値 目標年 目標値 

略 

国際定期

航空路線

の利用者

数 

略 200千人 

略 

５～７ 略 

 

長崎県観光振興基本計画を次のとおり変更する。
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